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WEひろば

スタディツアーで「繊維リサイクルの(株)ナカノ」へ行きました

ホームページ インスタグラム

WEショップでは、ご提供いただいた衣類等でお買い上げいただけなかったものを、繊維リサ

イクルのナカノ（株）に引き取ってもらっています。そのナカノの秦野工場をボランティア・

運営委員11人で見学に行きました。

ナカノでは横浜と秦野の２工場で1日１０トンの中古衣料の選別・資源化を実施していて、年

間では8,000トンになるとのことでした。当日は職員の方の説明を受けながら、選別から梱包する

までの工程を見せてもらいました。

中古衣料を価値ある資源として生かしていくためには、徹底的な種類分けによるということが、

工場を見学して良くわかりました。工場では素材にして16種位、全体では300種位にも分けて

いるとのことでした。

また、ナカノの衣類の回収先は行政回収が95％、集団回収が5％のことです。行政回収は15

県で実施していて、神奈川県は全域を網羅しているとのことでした。

また、資源化の内容としては、①中古衣料（古着）としてマレーシア等の東南アジアへの輸出

が全体の50％。②使い込んだ綿製品等のウエス（工場用清掃布）としての再利用が全体の

20％、③残りの30％は再生原料（＊反毛材料）となるとのことでした。ひとつも無駄になら

ないということに感激しました。

そして、資源化する3つの種別に分けて圧縮梱包し、倉庫部分に積み上げ出荷待ちとなります。

WEショップにご提供いただいたり、市の資源回収など、身近なリユースできるルートに乗せ

ることで再利用し、資源として活用できることが大切だと感じました。

＊反毛材料とは…繊維を機械でひっかき綿状に戻すこと。綿状のまま、ぬいぐるみなどの中綿に利

用。フェルトにして自動車の断熱材等にする。糸に紡いで軍手等の材料として利用することができる。



８月～１０月：毎月１回フードドライブを実施

　８月：中高生ボランティアの受け入れ

１０月：能登半島豪雨災害被災者支援に５万円を寄付

１０月：ピースフェスティバル（大和駅プロムナード）に参加。活動をアピール。

１０月：貧困なくそうキャンペーン ご協力ありがとうございました！！

店頭募金、１７日の売り上げ等を含めて27,000円の寄付をお寄せいただきました。　　　

１０月：赤い羽根募金活動（店頭）

 2025年

 11月：11日（月）、12日（火）フェアトレードフェア　　1月：8日（火）、9日（水）初売り

　　　　 コーヒー・ジンジャーティーの試飲 三角くじ（3割・4割・5割）

　 11日はカレーの試食あり 　2月：21日（金）、22日（土）和物フェア　

 12月：19日（木）～21日（土）    3月：リメイクフェア

　　　　　　お客様感謝ディ（祖品進呈） 　  　  ３．１１を忘れないｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

　　　29(金）～1/7(火）　冬期休業　　 　　　　

今後の予定

８月～１０月の活動と支援

スタデイツアー参加者感想文

☆初めての見学でした。衣料品の山にビックリ

でした。いかに普段いろいろな所にあふれてい

るのかと思います。十数人の人達で分別して、

次の所に送り出しているんですね。（O）

☆古着の行く先は知らなかったので勉強になり

ました。（Y）

☆「混ぜればごみ、分ければ資源」の言葉通り、

約300種類に分別している様子に(株)ナカノさ

んのリサイクルに対する熱い思いが伝わって

きました。（KY)

☆古くからの物を大切にするという精神を守り、

さらに事業を発展されていて頼もしく感じまし

た。WEにとっては、なくてはならない存在だと

あらためて実感しました。（KT）

☆創業90年歴史あるナカノ（株）、時代の

ニーズに合わせながら国内外に工場を持ち、

古着・古繊維等をほぼ再生利用する、とて

も有難いお仕事をされる会社だと再認識致

しました。工場内は手作りの感満載で書く

機械装置も使い込まれているし、社員の皆

さんの目視・手の触感で大量の繊維を選り

分ける様は見事でした。（TM)

☆細かく仕分されていて感心しました。冬

物衣料の需要が少ないとの事でした。

ショップでも売れなくなる冬物はかさばる

るので処分の大変さを考えてしまいました。

（H）

☆神奈川県や企業が資源回収できるのは神

奈川県にはナカノがあるから！！

リサイクルの出口の大切さを

感じた半日でした。

ナカノで働いている

皆さんありがとう。

この夏、酷暑の中、

ほんとうにありが

とう。（I）
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